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名古屋大学マネジメント情報の公開
評価情報分析室長　池田　輝政　
（総長補佐、高等教育研究センター教授）

　このたび、評価情報分析室（２００１年２月設置）では、

「名古屋大学マネジメント情報」のホームページ

（http://www.eda.provost.nagoya-u.ac.jp/mi/）を公開

することになりました。このホームページは、本学の

目標、財務・資源の指標、成果の指標、他大学との比

較などのパートからできています。

　これまで、本学では、大学に関する基本的な統計を

パンフレットやホームページを通して公開してきまし

たが、今回公開された「名古屋大学マネジメント情報」

は、従来のものとは大きく異なります。

　従来の数値情報は、学生数や教職員数など、いわば

大学の規模を語るために作成されてましたが、そこで

は、複雑で多様な大学の特徴や活動を数値情報で表現

するとか、これまでに達成してきた実績を数値情報で

説明する、という考え方が希薄でした。今回のマネジ

メント情報は、名古屋大学が描く将来のビジョンや多

様な活動内容を数値情報に置き換えてみようというも

のです。ビジョンや目標という質的なものをデジタル

な量で表現するという作業は難しい仕事ですが、国や

国際社会の動向を踏まえると、大学が社会に対する説

明責任を果たすために避けて通れない途になってきま

した。

　「名古屋大学マネジメント情報」には、「学生の年齢

別構成」、「学生／教官比率」、「中途退学率」、「リテン

ション率」、「留学生数」などの指標が並んでいますが、

どのような基準で指標を決めたかといいますと、本学

では、具体的な指標に直結するような目標を設定して

いないため、設置目的や組織体制が本学と類似した国

外の大学を調査し、そこで重視されている指標を参考

にしました。

　また、この「名古屋大学マネジメント情報」がより

一層有意義なものとなるためには、コンテンツの充実

が求められます。そのためにも、不足しているデータ

を収集するとともに、学内のデータベースを直接利用

するための自動生成プログラムを開発することが急が

れています。一般にWEBページは情報を最新に保つ

のにとても手間がかかりますので、これをいかに省力

化するかが問題です。本学の場合、多くのデータが既

に電子化されているものもあれば、ペーパーのものも

あり、いろいろなシステムに分散しているので自動化

は大変な作業となります。昨年度、評価情報分析室で

は、イギリス、オーストラリアの大学を調査しました

が、このような業務をする室の専任スタッフが１０人以

上配置されており、評価情報分析室（現スタッフ兼務

教官３名）のスタッフの強化が必要だと思います。

　「名古屋大学マネジメント情報」は、日本の大学の

なかでは、本学がフロントランナーです。それだけに、

評価情報分析室の開発スタッフには非常に大変な仕事

ですが、逆に大変面白い仕事でもあります。このよう

なマネジメント情報の発信システムを創りあげるには

時間と費用がかかり、しかも、学内の教職員の理解と

協力も大変重要です。これが完成すれば、使い方によっ

てさまざまな効果がうまれます。当分の間は、ホーム

ページを公開しながら開発していきますので、応援を

よろしくお願いします。
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名誉教授称号授与式・懇談会を開催

　名誉教授称号授与式が５月８日、豊田講堂第１会議

室で行われました。

　名誉教授の称号は、多年本学に勤務し、教育上又は

学術上特に功績のあった教授に授与するもので、今回

新たに２８名（新制計７６９名）に授与されました。

　称号授与式に引き続き、名誉教授懇談会が８０名あま

りの参加を得てシンポジオンホールで開催されました。

懇談会は、新名誉教授の紹介で始まり、昨秋及び今春

の叙勲褒章受章者、部局長等の紹介に続いて、松尾総

長のあいさつの後、飯島元学長の発声で乾杯が行われ、

始終和やかな雰囲気の中で歓談が行われました。

新名誉教授（敬称略）

　文学研究科　　　　　　　　　　　渡邊　　誠

　教育発達科学研究科　　　　　　　新海　英行

　経済学研究科　　　　　　　　　　櫻井　克彦

　理学研究科　　　　　　　　　　　北門　新作

　理学研究科附属臨海実験所　　　　林　　博司

　理学研究科　　　　　　　　　　　松浦　民房

　医学研究科　　　　　　　　　　　大野　良之

　医学研究科　　　　　　　　　　　早川　哲夫

　医学研究科附属病態制御研究施設　　�田　松年

　医学研究科　　　　　　　　　　　　渡邊　一功

　医学研究科　　　　　　　　　　　　齋藤　英彦

　工学研究科　　　　　　　　　　　　河上　省吾

　工学研究科　　　　　　　　　　　　佐野　正道

　工学研究科　　　　　　　　　　　　澤木　泰彦

　工学研究科　　　　　　　　　　　　柘植　　新

　工学研究科　　　　　　　　　　　　八田　一郎

　工学研究科　　　　　　　　　　　　藤原　俊隆

　工学研究科　　　　　　　　　　　　山内　睦文

　工学研究科　　　　　　　　　　　　藤田　秀臣

　生命農学研究科　　　　　　　　　　今井　忠良

　生命農学研究科　　　　　　　　　　奥村　純市

　生命農学研究科附属農場　　　　　　吉田　重方

　多元数理科学研究科　　　　　　　　青本　和彦

　国際言語文化研究科　　　　　　　　武田　周一

　環境学研究科　　　　　　　　　　　小川　克郎

　生物分子応答研究センター　　　　　尾里建二郎

　地球水循環研究センター　　　　　　加藤喜久雄

　言語文化部　　　　　　　　　　　　熊澤　一衞

以上２８名

新名誉教授のうち、定年退官された先生方（№１０５で「定年退官教授のことば」を掲載）以外の３先生に
寄稿いただきましたので、次ページより「新名誉教授のことば」として紹介します。
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大学の想い出
齋　藤　英　彦

　昭和３２年に名古屋大学に入学した。滝子にあった教

養部では硬式庭球部に入ったが、コートは２面しかな

く一年生はなかなか練習することが出来ないため、上

級生のいない授業中にテニスをすることになり折角の

講義や実習にあまり出席しなかった。大学に入った意

義と価値を自覚せず自分が如何に未熟であったか今に

して思うと汗顔の至りであり、もったいないことをし

たと思う。２年後から医学部のある鶴舞キャンパスに

移ったが、自転車で東山に練習に通った。名古屋市の

東の端は東山動物園であり、山手通りが未だ舗装され

ていなくて雨になると泥だらけになった頃である。現

在もある山の上のテニスコートは懐かしい場所であ

る。　医学教育も現在のように６年一貫でなかった時

代で自由な時間も多かったと自分では思っている。な

によりもよかったのは色々な学部の友人が出来たこと

であり、総合大学に学んだ長所の１つである。それに

つけても最近４年一貫や６年一貫教育となったのは大

変残念なことと思う。専門分野の知識や技術の量が増

加したために一般教養の教育がないがしろにされてい

るような気がする。教養部を解体したのは間違いで

あったのではないか。

　昭和３８年に卒業し、大学院で内科学を専攻した後、

昭和４３年に米国に留学した。始めは２～３年で日本に

帰るつもりであったが何となく米国に居付いてしまい

BostonとClevelandの２つの大学に合計１３年間勤務し

た。その後、帰国して佐賀医科大学に３年つとめ、昭

和５９年に１６年振りに名古屋へ帰った。それ以来１７年間

名古屋大学にお世話なった。一緒に仕事をする多くの

優秀な人達に恵まれたことを心から感謝している。長

いような短いような気がするが、いつも若い人々に接

する仕事は楽しかった。同じ医学部の学生でも年が違

うせいか日本と米国では随分違いがある。米国では４

年制の大学を卒業後に医学部へ入り、自分が経済的に

自立している。日本では殆どが親がかりである。米国

の学生はそれだけ成熟度も高く、真剣に勉強に励み休

講を喜ぶものはいないが、日本の学生は遊び気分が抜

けない所がある。しかし、優秀さの点では日本の学生

は米国の学生に全くひけをとらないように思う。今さ

ら云っても現状を変えることは不可能であるが、医学

部の教育、研究にとり東山地区の他学部から離れてい

ることは大きなマイナスである。他分野の人々と交流

して視野を大きく広げる機会が少なく、総合大学の利

点を生かしきれていない。

　一方、日々の仕事に追われてこの１７年間に自分は何

をしたのか振り返ると 忸怩 たるものがある。研究につ
じくじ

いては血液学を専攻し、多くの教室員とともに白血病、

再生不良性貧血、悪性リンパ腫、出血性疾患、血栓症

の成因、病態、診断、治療の研究に従事した。最近は

我が国における臍帯血移植システムの確立に努力して

いる。もっと時間を有効に使い努力をすれば少しはま

しな仕事が出来たのではないかと自分の才能を省みず

思うこともある。しかし、なによりも健康で退官を迎

えることが出来たことを有り難く思う。今後の名古屋

大学の益々の発展を心から祈る。



６

ミニ同窓会
藤　田　秀　臣

　私は昨年９月３０日に、定年まで１年半を残して退職し

ました。年度途中の退職であるため、いわゆる最終講義は

しなくてよいものと思っておりましたが、所属専攻の先生方

のご配慮と研究科長のお勧めによって、定年退官の教授

と同様の最終講義の機会を与えていただきました。９月の

後半は定期試験期間であり、また所属専攻の外部評価が

９月１８日に実施されたことなどもあって、最終講義は９月

２８日（金）の午後、文字どおり最終日の講義となりました。

いざ講義を準備する段になってみると、最終講義は誰を対

象に何を講義すべきなのだろうか、と考え込む始末でした

が、結局、これまで自分が歩んできた道を振り返りつつ、研

究にまつわるエピソードなどを紹介させていただくことにし

ました。在職中は自分の足跡を振り返る機会などあまりな

かっただけに、古い資料や写真を眺めているといろいろ新

しい発見もあり、随分有意義な機会を与えていただいたと

感謝するに至りました。

　私は４年生の卒業研究から大学院博士課程まで６年

間を古屋善正教授の御指導のもとで流体工学に関する研

究に従事しましたが、博士課程満了後は機械工学第二学

科の自動車工学講座（牧　忠教授担当）の助手に採用し

ていただきました。１年半後に機械学科の熱力学及び熱

機関講座に移り、高浜平七郎教授のもとで伝熱工学の研

究を始めましたが、３年半後には創設間もない三重大学

工学部に助教授として赴任しました。三重大学では、後に

名古屋大学の工学部長を務められた藤本哲夫教授御担

当の熱工学講座で７年間お世話になりましたが、在職中

の１年間は文部省在外研究員としてカリフォルニア大学

デービス校で過ごしましたから、文部教官就職後の１２年

間に４つの研究室を経験したことになります。

　大学院を終えたところで専門分野が変わりましたが、新

分野での研究が思うようには進捗しなかったこともあって

随分思い悩んだ時期もありました。しかし、若い時期に研

究対象が異なるいくつかの研究室に籍をおいて、多くの立

派な先生方の御指導を受けることができたことは、今では

非常に貴重な財産になっていると感謝しております。

　昭和５４年４月に高浜教授の研究室に助教授として戻り、

高浜教授御退官後の昭和５９年１月から１７年９ヶ月間、そ

の講座を担当させていただきました。この間、講座の名称

は改組によって２度変わっておりますが、一貫して強制対

流熱伝達と気液二相流に関する研究を行ってきました。

　昨年９月の最終講義にも多くの卒業生が出席してくれ

ましたが、先日、名古屋大学で私が担当した研究室から

巣立った卒業生諸君が、研究室の同窓会を開いてくれま

した。修士の修了者が中心でしたが、研究室を支えてくだ

さった教職員や学位の取得などで研究室にゆかりのある

方たちも多数参加くださいました。卒業生の修了年度は２０

年以上にわたっていましたが、アットホームな雰囲気の非

常に素晴らしい会でした。このような幅広い年代の卒業生

が親しく歓談している情景を眺め、またその中に入って語

り合うこともでき、これぞ教師冥利と大変うれしくまた感謝

の気持ちでいっぱいになりました。

　３月の初旬だったでしょうか、新聞紙上で名古屋大学

にも全学の同窓会が間もなく設立されるとの記事を拝見し

ましたが、全学の同窓会も今回のような研究室単位やクラ

ス単位のミニ同窓会の存在が大切な役割を果たすものと

思います。卒業生のパワーが、大学にもまた在学生にも新

鮮な活力を与えてくれることを期待しております。
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ブービー賞の名誉教授
熊　澤　一　衞

　辞書を引くと、booby はバカ、まぬけ、booby prize

は最下位の人におどけて与えられる賞のこと。ところ

が、ボーリングやゴルフでは最後から２番目の人に与

えられている。何故だかくわしいことは私にはわから

ないが、今回、図らずも名大の名誉教授の称号をいた

だいて、私はブービー賞をいただいたと考えている。

　ひょっとすると名大も近く行政法人化されて、「国立

大」としての名大の最後の、あるいは最後から２番目

の名誉教授になるかも知れないというのが表面的な理

由である。実際、５月８日の式典でも松尾総長から最

後に称号をいただいた。そのあとの懇親会でも多くの

先輩の先生方に最後に紹介された。

　別にひがむ気持でこういうことを書いているのでは

ない。ブービー賞をいただいたというぐらいの気持を

持っていた方が、これからの人生を過ごすのに良いと

思っている。また若い世代の人に、jeunesse にも、こ

ういう姿勢でいた方が役に立てると心から考えるから

である。

　近景として、称号授与式と懇談会の様子がある。遠

景としては、「あっという間」に過ぎてしまった３１年

間の国立大の生活がある。

　松尾総長は法人化が議題に上ってから実に精力的に

名大の運営にあたってこられた。「大学の現状と課題」

や「最近の動き」の報告を聞かせてもらって、これ以

上は誰れも立派に対応はできないと思ったものである。

ところがその直後、総長の苦労を多としつつも、飯島

先生が「文部省の優等生にならず、学問の王道を歩ん

でほしい」と注文をつけられた。当日の私の収穫であ

り、身がひきしまった。高等研究院や教養教育院に大

学を分けて「教養」の方には行きたがらない風潮があ

るのを見るにつけ、「反対」の立場を決めていたので、

強い味方を得た感じがした。

　飯島先生は昔、広大の学長でもあられた。今から３１

年前、はじめて職を得て広大のフランス語講師として

赴任した頃のことである。大学紛争の名残りがまだ

あって教養部でいつもストライキが決行されていた。

私は留学から帰り生きたフランス語の教育をするのは

当然のこと、フランス文化の良さを伝え、日本文化に

もプラスになるような研究教育をしようとはりきって

いた。

　しかし、しばらくすると教養部がいかに損か、総合

的学問を目ざして学部化しようという議論に巻き込ま

れ、多くの時間を失うことになった。５年後には総合

科学部が成立したが、外国語の教官は「共通」のまゝ

に据えおかれ独自の学生はつかなかった。こゝで見た

ものは、学問の「総合」などではおよそなく、少しで

もよい身分になろうとする人間のあさましい姿、姿、

姿であった。

　式典の控え室で工学部の藤原俊隆教授と偶然会った。

私が何をしに現れたのか理解できない様子であった。

４０年前、東京の練馬の下宿で一時期一緒に過したこと

のある先輩である。彼は空の彼方を見あげるロマンチ

ストで立派な航空学者、私はシベリヤ経由で当時は行

くしかなかった遠い彼方のフランスを学ぶ駄洒落学者、

学生時代の思い出を語り合い、同じ日に称号を得て記

念写真に並んでおさまった。そして、共に思ったこと

は一つ、「どうして日本はこう大学の改革ばかりやるの

でしょうね！」
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太陽地球環境研究所で一般公開・講演会を実施

　太陽地球環境研究所は、５月１８日、一般公開と講演

会を豊川キャンパスで実施しました。この一般公開と

講演会は、豊川市を中心とした近隣の一般市民に研究

所の研究活動の内容を広く理解してもらうことを目的

として、豊川市と同市教育委員会の後援を得て平成３

年度から毎年行っているもので、今回で１１回目を迎え、

毎回多くの市民が参加し、教職員にとって貴重な市民

との触れ合いの場となっています。

　公開当日は、悪天候にも関わらず、開始早々から多

数の市民が訪れ、来所者は約５５０名に達し、駐車場が

満車になるほどの大盛況となりました。今年度は近く

の小学校・中学校からクラス単位で校外学習として児

童・生徒が３００名近く見学に訪れました。

　一般公開では、小・中学生にも研究内容をわかって

もらえるよう工夫を凝らしたパネルや各種の観測装置

などが展示され、また見学者が自ら参加して行う実演

の企画が多数行われ、それらを通じて研究活動が紹介

されました。「雲を作る実験」、「北海道で見えたオー

ロラ」、「太陽系への旅、オーロラシアター」、「宇宙を

シュミレートしてみよう」、「電気回路を作ってみよう」

などの展示や実演が行われたほか、屋外では巨大な太

陽アンテナの見学やペットボトルを使った「ロケット

打ち上げへの挑戦」が行われました。

　午後の講演会は、１００名近く満席となった会議室にお

いて、徳丸　同研究所助教授による「太陽の“くしゃみ”」

および西野　同研究所助教授による「南極と北極ではど

う違うのか」と題した二つの講演が行われました。徳

丸助教授は太陽が時々吹き出す猛スピードのガスが地

球に与える影響について多くの画像を見せながらわか

りやすく解説し、また、西野助教授は２つの地球の極

での、氷山、オーロラ、生物そして人間生活の違いに

ついて、美しいオーロラの映像を交えながら講演を行

い、両講演とも終了後には聴衆者から多くの質問が寄

せられました。

▲子供たちにもわかりやすく研究を説明
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先端技術共同研究センターが基礎特許セミナー
「研究成果を特許にするための基礎知識」を開催

　先端技術共同研究センターは、昨年８月から毎月、

基礎特許セミナーを開催しており、５月１０日に１０回目

を迎えました。

　セミナーでは、「論文から上手に特許を出す方法」

について、渡辺　同センター教授が講義し、「先行特許

を調査する方法」について、加藤英昭氏（愛知県知的

所有権センターの特許検索アドバイザー）または阿部

量一氏（先端技術共同研究センターの科学技術コー

ディネーター）が講義を行い、渡邉香織氏がパソコン

検索の操作法を指導しました。

　これまでの受講者数は１４１名で、受講者の過半数を大

学院生および助手で、部局別の受講者内訳は工学研究

科５７名、理学研究科３２名、生命農学研究科１２名、医学

研究科７名、その他５名です。なお、愛知・岐阜・静

岡県内の国立・公立・私立の９大学からも２８名が受講

しました。

　同セミナーは、毎回定員を超えた申し込みを得て、

若い研究者や学生に対する知的所有権啓蒙のよい機会

となっており、今後も継続して開催される予定です。
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�武田科学振興財団研究奨励金の贈呈が行われる

　５月３０日、財団法人武田科学振興財団の平成１４年度

研究奨励金が、総長応接室において内林政夫　同財団理

事長から松尾総長へ贈呈されました。

　この奨励金は、ライフサイエンスに関する基礎的研

究への助成を目的とするもので、贈呈に際し、総長か

ら奨励金を有効に活用するとともに、大学として研究

等の発展に一層努力していきたいことなど謝辞が述べ

られました。

　引き続いて、採択された３名の研究者からそれぞれ

研究概要の説明があり、なごやかに懇談がおこなわれ

ました。

　研究奨励金採択者及び研究題目は、次のとおりです。

鳥橋　茂子　大学院医学系研究助教授

　　　　　　（機能構築医学専攻）

研究題目　「消化管運動ペースメーカー細胞における

リズム発生機構とカルシウム動態」

石原　一彰　大学院工学研究科助教授

　　　　　　（生物機能工学専攻）

研究題目　「ルイス酸複合型キラルブレンステッド酸触媒

を用いるバイオミメティックポリエン環化反応」

三宅　克英　難処理人工物研究センター助教授

研究題目　「幹細胞工学の応用のための染色体工学研究」

▲内林理事長によるあいさつ
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博物館が第１５回講演会を開催

　博物館は５月１０日、事務局施設推進室の木方　工学部

社会環境工学科助手を講師に招き「名古屋帝国大学創

設期のキャンパスプラン」をテーマに、第１５回特別講

演会を博物館講義室において開催し、約５０名が参加し

ました。

　木方助手は、映像資料を駆使して、渋澤初代総長ら

が描いた構想の概要を、現実のキャンパス整備の有様

と対比させて、わかりやすく解説しました。

　東山キャンパスは、戦前戦中期における最後の大規

模キャンパスとして、当時先進的な名古屋市の都市計

画（八事丘陵地の区画整理）事業のなかで誕生しまし

た。渋澤プラン（１９４０年）にはすでに、現在のグリー

ンベルトにつながる「中央街路」が構想されています。

渋澤は、戦時下での物資不足の折から良質の建築は無

理と判断し、「緑の学園構想」として植樹を中心とし

た環境整備を進めました。グリーンベルトに現在繁っ

ているクスとケヤキは、本多静六東京帝大教授の調査

に基づく樹種提案によるものです。当初プランと現状

とのこうした連続の一方、鏡ヶ池を中心とした水景の

なかにサロン的な場をつくるという構想は戦災によっ

て中断され放棄されており、この水景を重視すること

が今後の課題ではないかと木方助手から提案がありま

した。

　その後、渋澤プランに当初から関わった山崎一雄　名

誉教授の回想談や、市民の方々からのキャンパスの現

況に対する質問や問題提起などが相つぎ、盛況のうち

に閉会しました。

▲木方助手による講演
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ウズベキスタン・タシケント法科大学で
留学説明会を開催

　５月２６日、ウズベキスタンのタシケント法科大学に

おいて、本学への留学説明会を実施しました。

　これは、日本への留学希望者が多い同大学からの要

望により、医学系研究科の途上国医療保険事情の調査

団に同行した学務部留学生課の浅井　留学生企画掛長

によって開催されたもので、本学から同大学へ出張中

の市橋　法学研究科教授が通訳を行い、学生及び教職員

５０名以上が出席しました。

　説明会では、本学の概要、日本の留学制度のあり方、

奨学金や留学生の実態等が丁寧に説明され、その後の

質疑応答では多くの質問が寄せられ、終了後にも廊下

で質問責めになるなど、日本への留学熱の高さを物

語っていました。

●法政国際教育協力研究センター長

杉浦　一孝

（すぎうら　かずたか）

昭和２３年１１月３０日生

平成１４年６月１日発令

（略歴）

昭和５３年４月

　名古屋大学助手（法学部）

昭和５４年４月

　大阪経済法科大学講師（法学部）

昭和５６年４月

　大阪経済法科大学助教授（法学部）

平成３年４月

　名古屋大学教授（法学部）

平成１１年４月

　名古屋大学教授（大学院法学研究科）

平成１４年６月

　法政国際教育協力研究センター長（～１６．３．３１）
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INFORMATION

平成１４年度名古屋大学公開講座（東山地区）・
ラジオ放送公開講座の日程が決まる

　平成１４年度に本学で開講される公開講座のテーマ及びプログラムが決定しましたので、お知らせします。

　また、平成１１年度から開講されているラジオ放送公開講座も、公開講座の中から１０講座を選定して、７月７日か

ら東海ラジオ放送で放送されます。

１．名古屋大学公開講座（東山地区）

◎　「空間を生きる」－生き物と環境の語らい－

　２０世紀は科学技術が飛躍的に進歩した時代でした。日本をはじめとする先進国では市民社会が成熟し、物質的に

豊かな生活を生涯にわたって享受することができるようになりました。技術の発展と大衆化によって自動車、航空

機などは人々の移動手段としてほぼ定着し、個人の活動する空間は実質的に地域はおろか国の枠組みをも越えて、

地球全体を覆うまでに拡大しました。他方、科学の発展は人間が直接目にすることのできない空間－地球の深部、

宇宙の果て、生命を織りなす細胞の内部、などの姿を次々に明らかにしてきました。さらには今世紀にまたがるこ

こ数年の間に、計算機が創り出す仮想的な空間のなかでも人々は様々な活動をし始めています。

　「人間は考える葦である」－１７世紀にこの有名な格言を遺したパスカルは、同じ著書「パンセ」の中で述べていま

す。「われわれの尊厳のすべては考えることの中にある。我々が立ち上がらなければならないのはそこからであって

我々の満たすことのできない空間や時間からではない。だからよく考えることを努めよう。ここに道徳の原理があ

る。」－皮肉なことに、我々は、満たすことのできる空間を増大させた結果、そこに新たな問題を見いだしつつあり

ます。２０世紀から引き継ぎ、今日ますます先鋭化しつつある様々な環境問題がその一つです。公害問題は地域を越

えて地球規模の地球温暖化問題に、ゴミ問題はその量の問題とともに、ダイオキシンや環境ホルモンなどの、質の

問題にも、それぞれ拡大しています。また、情報交換手段の発展にともなって、人間関係の問題も浮上しています。

人々はこれら環境問題に関する情報を不安感をもって受け入れ、問題認識を共有し始めています。

　つまり、人間中心の環境認識ではなく、環境とともにある人間認識が求められているともいえます。その意味で、

「語らい」に意味があります。「語る」の語源は「かたらう」にあり、これは、「侵し合う」という意味だからです。

主体としての人間が語った瞬間に、同時に環境としての相手と関係し合う。生き物と環境が、侵し合い、係わりあ

い、支え合うのです。人間の横暴をいさめる、こうした認識が、今、求められているといえます。

　名古屋大学においてもまた、こうした精神を基礎に、問題の正確な認識と解決に向けての様々な思考を始めてい

ます。我々の手にした様々な空間はどのようなものか、その空間をどのように操り、そこで人はどのように生きる

べきか。本講座では、このような観点のもと、「空間を生きる」を総合テーマに、様々な学問分野からの最新の研

究・考察の成果を解説します。
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◎　応募方法

　１．募集定員　　２００名（先着順）

　２．応募資格　　１８才以上の方

　３．受　講　料　　８，８００円

　４．申込方法　　原則として郵送に限らせていただきます。

　　　　　　　　　受講希望の方は、現住所・氏名・電話番号を明記の上、

　　　　　　　　　上記受講料を添えて現金書留にてお申し込みください。

　　　　　　　　　なお、現金書留封筒の表面左下に「公開講座受講希望」と朱書願います。

　５．申込期間　　平成１４年７月１日（月）から８月１６日（金）

　６．申　込　先　　〒４６４－８６０１　名古屋市千種区不老町

　　　　　　　　　名古屋大学学務部入試課「公開講座」係

　　　　　　　　　TEL　（０５２）７８９－２１８５・２１８６

◎　開設時間　　午後６時００分～７時３０分

◎　開設場所　　名古屋大学シンポジオン

◎　修　了　証　　１０回以上出席の方に修了証書を授与します。

◎　そ　の　他　　毎回１５分程度を質疑応答の時間に予定しています。

◎　問い合わせ先　　その他、この講座に関する御質問及びお問い合わせにつきましては、前記申込先まで、電話

又は郵便（返信用封筒に切手貼付）によりお願いいたします。

◎　講座の日程・内容・担当講師

担当講師所属部局
及 び 講 師 氏 名

講　義　の　内　容講　義　題　目講義月日回

文学研究科

教　授　 高橋 　　
たかはし

 亨 
とおる

　竹取物語から源氏物語にいたる平安朝の物語において、
その空間の意識が、どのように時間と結びついているのか
について、「心的遠近法」という理論仮説の立場からお話
しします。物語の基本的な話型が、世界観や人生観と強く
結びついていること、人間にとっての　外部の表現と心の
内部の表現とが連続的に語られることなどについて、日本
語や日本文化の特性を一般化して論じます。

物語の中の時間と空間８月２２日（木）１

教育発達科学研究科

教　授　 高木 　 靖文 
たかぎ やすふみ

　最先端の機器や教具を備え、行き届いた情報処理環境を
もち、書画・彫塑など少なくない文化財を受け継ぎ、豊か
な物材に囲まれ、新しい建物・教室・施設を持つ学校が、
安全面や健康・衛生への配慮を疑問視され、人間形成力を
失っているとさえ指摘されるのはなぜでしょうか。一見豊
かに見える教育環境に潜む非教育的な実態と、それを生み
出す構造的な問題を取り上げ、今、学校（空間）はどう
なっているのか考えてみようと思います。

衰弱する学校空間８月２７日（火）２

理学研究科

教　授　 宝谷 　 紘一 
ほうたに ひろかず

　地球上の全ての生き物は細胞から成り立っています。細
胞はものすごく薄い膜に囲まれた、目にも見えないミクロ
の空間です。その内部にはタンパク質線維のネットワーク
がジャングルのように張り巡らされています。その上を走
りまわるモーター蛋白質が、膜器官を変形し、分裂し、融
合させています。これらの様子を映画「ミクロの決死圏」
のように探検しようと思います。

ミクロの生命空間
－細胞を探検する－

８月２９日（木）３
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担当講師所属部局
及 び 講 師 氏 名

講　義　の　内　容講　義　題　目講義月日回

経済学研究科

教　授　 多  和  田 　
た わ だ

 眞 
まこと

　環境問題を経済学の分野で取り上げる場合、伝統的には
外部性と言う考え方で扱ってきました。この考え方に沿っ
た環境問題の１つの解決策としてよくしられているのは、
ピグー税と言われる環境税を汚染発生者に課すことです。
しかし、近年問題となっているのは、国境を超えた汚染問
題であり、この場合には１国の政策のみでは限界がある。
国家間での話し合い（交渉）という問題が発生します。国
家間の交渉と言う側面に焦点をあてて、ゲーム論の手法に
より、越境的環境問題を考えていくことにします。

ゲーム論で環境問題を考
える

９月３日（火）４

情報文化学部

助教授　 戸田山  和久 
とだやま かずひさ

　「左右・上下・前後」、これらは３次元空間のそれぞれの
方向を表すごくありふれた語彙です。これら３つの軸は数
学的にも物理学的にもみんな同格なのに、その中で人間が
生き、それぞれの方向を概念化していくと、それぞれ非常
に異なった性質を帯びてきます。たとえば「鏡はどうして
左右を逆転して上下を逆転しないのか」という問いは、こ
うした空間そのものの性質と、それを人間がどのように概
念化しているかということがらの隙間に生じる問いです。
ですから、物理学的・数学的には答えようがありません。
と言うより、物理学的・数学的に捉えようとすると、問い
そのものが蒸発して消えてしまいます。さて、そこで哲学
の出番になるわけですが…、あとは当日のお楽しみ。

右と左について
－空間の哲学への招待－

９月５日（木）５

環境学研究科

教　授　 上田 　　
あげた

 豊 
ゆたか

　地球の温暖化によって世界各地の氷河は縮小に向かい、
その傾向は加速しつつあります。陸上の氷量の減少は海面
の上昇につながるグローバルな問題です。また、安定した
水資源である氷河の縮小は、水資源の枯渇につながり、と
くに乾燥地域に住む人々にとっては深刻な事態になりか
ねません。さらに氷河の縮小はその末端の氷河湖を拡大さ
せ、洪水の危険度が高まります。雪氷圏でいま何が起こっ
ているのか、その現場をのぞいてみましょう。

氷河縮小の地球に生きる９月１０日（火）６

医学研究科

助教授　 西岡 　 和郎 
にしおか かずお

　漱石ではありませんが対人関係において、知に働けば角
が立ち、情に棹させば流されて、意地を通せば窮屈です。
とかく人間関係はやっかいなもの。人間（じんかん）に生
きていくことで生じてくる心の問題の数々、精神分裂病、
うつ病、神経症など名前ぐらいはお聞きになったことがあ
るものから、最近話題の PTSD、多重人格、引きこもりま
で現代精神医学のトピックスをご紹介し、あわせてその対
処の仕方まで論じられればと思います。

人間（じんかん）に生きる
－心（こころ）の問題のか
ずかず－

９月１２日（木）７

工学研究科

教　授　 土  井 　 正男 
ど い まさお

　計算機の中の女の子が微笑んだり話し掛けたりするの
を見ると、私たちは、仮想空間と現実空間の間の距離が急
速に縮んでいるのを感じずに入られません。生産や研究の
現場でも、様々な仮想空間の技術が用いられています。原
子炉や航空機の設計、気象予測、大気・海流の予測などは
古くからある例ですが、最近では材料や分子の設計、生命
科学の研究が計算機の中の仮想現実の世界で行なわれて
います。
　こうした研究の最前線を紹介すると同時に、それによっ
てもたらされる問題を考えてみたいと思います。

仮想空間と現実空間
－分子の世界－

９月１７日（火）８

生命農学研究科

助教授　 肘井 　 直樹 
ひじい なおき

　人間の生活圏や経済活動の拡大に伴う環境汚染・破壊を
背景として、地球上のあちこちで生きものたちの生息場所
が脅かされています。近年、「生物多様性」が地球環境問
題のキーワードの一つになり、多様性の危機や保全の重要
性が叫ばれるようになってきましたが、その中身について
は十分に理解されているとはいえません。ここでは、生物
種の絶滅過程や多様性の保全の問題を、生物の生息空間の
観点から考えてみたいと思います。

生物多様性と生息空間９月１９日（木）９



１６

担当講師所属部局
及 び 講 師 氏 名

講　義　の　内　容講　義　題　目講義月日回

環境医学研究所

助教授　 神部 　 福司 
かんべ ふくし

　私たちは、これまでの人類が遭遇したことのない、極めて多
くの非天然化合物に囲まれて、物質文明を享受しています。こ
れらの化合物のあるものはゼノバイオティクス（生体異物）とよ
ばれ、ヒトや動物の体内に入り込み、その生命活動に様 な々影
響を及ぼします。いわゆる環境ホルモンは最も有名な例です。
一方で、近年の分子生物学の進歩に伴って、生物が長い進化
の過程で獲得してきたゼノバイオティクスに対する防御機構が、
分子、遺伝子レベルで明らかにされてきました。本講では、幾
つかの事例を引きながら、ゼノバイオティクスと遺伝子の関係
を引きながら、ゼノバイオティクスと遺伝子の関係を考察してみ
たいと思います。

ゼノバイオティクスと遺
伝子

９月２４日（火）１０

法学研究科

教　授　 加藤 　 久和 
かとう ひさかず

　私たち日本人の多くは、都市という人工の環境の中で生活
し、あるいは働いています。その都市には大量の物資が流入し、
エネルギーが消費され、大量の廃棄物と様 な々環境汚染をも
たらしています。都市の中にも自然の生態系や循環システムを
取り入れることによって環境汚染を防止し、身近な自然環境を
保全すると共に、より安全で快適な都市環境を形成していくた
めの法制度・政策のあり方について考えたいと思います。

都市・環境・法９月２６日（木）１１

環境学研究科

教　授　 岡本 　 耕平 
おかもと こうへい

 大海原、砂漠、密林、雪原などの大自然に生きる人々は、
どのようにして空間を把握し、長距離を移動するのでしょ
うか。どのようにして自分の位置を知り、ルートを見出す
のでしょうか。様々な環境のもとに生きる人々のナヴィ
ゲーション（目的地に向かう空間的移動）のワザを比較す
ることによって、人間の空間認知の謎にせまります。

野生の空間を生きる人々
のナヴィゲーション

１０月１日（火）１２

環境学研究科

教　授　 佐  々   木  睦朗 
さ さ き むつろう

　建築は私たちの身体のすべてを取り込んで存在するもので
すから、コンピュータ画面や仮想現実の再現装置を通してシ
ミュレートすることによって、設計段階において事前検証をきわ
めて有効に行うことのできる分野です。そこで最も重要なこと
はバーチャルな空間と人間の身体性の関係です。それは建築
とは何かという根本的問題にも通じており、このテーマを通して
２１世紀における建築創造の可能性を探りたいと思います。

仮想建築空間と身体性１０月３日（木）１３

国際開発研究科

教　授　 西村 　 美彦 
にしむら よしひこ

　居住空間は人々の生活の知恵が集約されているところであ
り、地域の特性があらわれます。
　グローバル化により、開発が進む第三世界といわれている開
発途上国では人 の々居住空間は急激に変わりつつあります。そ
こで、東南アジアの熱帯における農村を例に上げて、現在、こ
の居住空間が地域の人 に々どのような役割をなしているのか、
また開発によってどのように変化しているのかを紹介します。

第三世界の居住空間１０月８日（火）１４

言語文化部

助教授　 奥田 　 智樹 
おくだ ともき

　日本語には「…から…まで」、「あいだ」、「ところ」など
のように、空間表現にも時間表現にも用いられるものがい
くつも存在し、他の多くの言語にもこれと平行する事実が
認められます。空間は視覚の対象として私たちに最も具体
的な形で捉えられるものなので、その表現はより抽象的な
内容の様々な表現を生み出す母体となり得るのです。
　空間表現が時間表現その他にどのように派生されてい
くのかを調べることによって、人間の認知の構造について
考えてみたいと思います。

空間表現と時間表現
－文法化の視点から－

１０月１０日（木）１５

太陽地球環境研究所

助教授　 塩川 　 和夫 
しおかわ かずお

　地球のスケールに比べて人間活動のスケールが同じ規模
になった今日、環境問題、人口問題、イデオロギー・宗教間の
衝突など、様 な々問題が発生し、人類を危機にさらしています。
この問題を解決し、人類が将来にわたって存続するには、宇宙
に進出するしかないでしょう。宇宙で生きていくための基礎の
一つとして、どのような宇宙空間の研究が行われているかを紹
介し、近い将来における宇宙への進出に関して、受講者と一緒
に考えていきたいと思います。

近未来の宇宙空間に生きる１０月１５日（火）１６

（注）　講師の都合により、一部日程が変更されることがあります。



１７

２．名古屋大学ラジオ放送公開講座

◎　名大リレーセミナー　「空間を生きる」　－生き物と環境の語らい－

　本学では、講義方式の「名古屋大学公開講座」を行っておりますが、遠距離等の制限により大学キャンパスに出

向くことが困難な受講希望者向けに同講座の一部をラジオ放送公開講座として開講しています。

　本年度の講座は、「空間を生きる」をキーワードとし、我々人類が手にした様々な空間はどのようなものか、その

空間をどのように操り、そこで人はどのように生きるべきか、問題の正確な認識と解決に向けて、様々な学問分野

から最新の研究・考察の成果を解説させていただく総合的な講座です。是非、御聴講ください。なお、この講座へ

の受講申込みの必要はありません。

 

　　　　　　　　　　　　　　　・７月７日（日）～９月８日（日）
   東海ラジオ放送（１３３２kHz）
　　　　　　　　　　　　　　　・毎週日曜日 午前７時３０分～８時 

◎　問い合わせ先　〒４６４－８６０１　 名古屋市千種区不老町

　　　　　　　　　　名古屋大学学務部入試課「公開講座」係

　　　　　　　　　　TEL　０５２－７８９－２１８５・ ２１８６

担　当　講　師講　義　題　目放送日時

医学研究科
西岡　和郎　助教授

人間（じんかん）に生きる
－心（こころ）の問題のかずかず－

７月７日（日）

文学研究科
高橋　　亨　教　授

物語の中の時間と空間７月１４日（日）

言語文化部
奥田　智樹　助教授

空間表現と時間表現
－文法化の視点から－

７月２１日（日）

環境学研究科
岡本　耕平　教　授

野生の空間を生きる人々のナヴィゲーション７月２８日（日）

情報文化学部
戸田山和久　助教授

右と左について
－空間の哲学への招待－

８月４日（日）

工学研究科
土井　正男　教　授

仮想空間と現実空間
－分子の世界－

８月１１日（日）

環境学研究科
佐々木睦朗　教　授

仮想建築空間と身体性８月１８日（日）

法学研究科
加藤　久和　教　授

都市・環境・法８月２５日（日）

経済学研究科
多和田　眞　教　授

ゲーム論で環境問題を考える９月１日（日）

太陽地球環境研究所
塩川　和夫　助教授

近未来の宇宙空間に生きる９月８日（日）



１８

本学関係の新聞記事掲載一覧（１４年５月分）

新聞等名月　日記　　　　　事

読売（朝刊）５．１（水）
豊橋技科大の統合相手　浜医大・
静大工か名大

１

日経（朝刊）５．１（水）

医療技術に特許権　医学研究科・
上田実教授「再生医療の技術に特
許保護を認めないと、研究開発で一
番重要な部分に権利が取れない」

２

読売（朝刊）５．１（水）
安川名誉教授がまとめ：名大の新
入生意識調査１４年高まった男女平
等意識

３

朝日（朝刊）５．１（水）
老年学：「物忘れ」自覚は大丈夫
大学院老年科・井口昭久教授

４

読売（朝刊）５．１（水）
２５日に博物館主催「中学生のため
のネイチャーウオッチング」参加
者募集

５

朝日（夕刊）５．１（水）
近況：文明の起源に迫りたい
文学研究科・伊藤伸幸助手

６

読売（朝刊）５．２（木）
野依良治教授のオンリーワンに生
きて－５－　知識活用こそ知恵

７

中日（朝刊）５．３（金）
第５５回中日文化賞決まる　理学研
究科・三田一郎教授　医学系研究
科・村松　喬教授選ばれる

８

朝日（朝刊）５．４（土）
１１日に開講　名古屋哲学セミナー
２７年目

９

読売（朝刊）５．５（日）
ネパールから留学生１００周年
本学で「友好の集い」

１０

読売（朝刊）５．８（水）
学生食堂もデフレ価格　名大生協　
ライス大は衰退

１１

日経（朝刊）５．８（水）
交遊録：山岳部の師たち
松尾　稔総長

１２

読売（朝刊）５．９（木）
野依良治教授のオンリーワンに生
きて－６－　強い頭　強い胃袋

１３

中日（夕刊）５．９（木）

文化：ES細胞樹立認可を受けて　
再生医療への第一歩　余剰胚の倫
理が課題　豊橋市民病院不妊セン
ター菅沼部長（名大医学部卒）

１４

日経（朝刊）５．１２（日）
分子の魔術師、名大から東大に移籍　
スーパーカミオカンデ復旧に学生の力

１５

読売（朝刊）５．１２（日）

看護の心でサポートを　人工透析
患者のクオリティー・オブ・ライ
フをテーマにディスカッション　
病態内科学・松尾教授ら出席

１６

朝日（朝刊）５．１３（月）
東海市の大橋さん（名大ヨット部
OB）　収蔵６０００冊「海の文庫」

１７

中日（朝刊）５．１４（火）
最先端の健康診断を
昭和区　名大病院で始まる

１８

新聞等名月　日記　　　　　事

中日（朝刊）５．１４（火）
１５日に法学部で「日本における外国
法事務弁護士の現状とその役割」
講演会開催

１９

中日（朝刊）５．１４（火）
きらり：名大祭プレ企画「楽しま
せます」

２０

読売（朝刊）５．１５（水）

脚光浴びる遺伝子治療　ガン細胞
自殺、免疫力高める　医学研究科・
吉田教授らのグループら研究に取
り組む

２１

読売（朝刊）５．１６（木）
沖縄のサンゴに強力抗がん物質　
抗ガン剤の１７０倍　生命農学研究
科・小鹿教授ら発見

２２

読売（朝刊）５．１６（木）
野依良治教授のオンリーワンに生
きて－７－　能力主義の徹底図れ

２３

中日（朝刊）５．１７（金）
６月１、２日に「医学部研究室公
開２００２－医次元への招待」開催

２４

読売（朝刊）５．１８（土）

３１日から第５３回日本東洋医学界
学術総会開催される　総合保健体
育科学センター・佐藤�造教授ら
に話を聞く

２５

中日（朝刊）５．１９（日）
現代文明衰退に警鐘　小川元名大
教授が退官講演

２６

中日（朝刊）５．１９（日）
防災科研と名大など９国立大学の
地震観測グループ、気象庁の３機
関で全国１１００地点地震データ共有

２７

日経（朝刊）５．２０（月）

工学研究科の生田幸士教授のチー
ム、生命活動を担うタンパク質を
連続的に合成する「人工細胞」を
開発した

２８

中日（朝刊）５．２１（火）
安川名誉教授の名大新入生アン
ケート　男女意識が保守化へ回帰

２９

中日（朝刊）５．２１（火）
２５日に数学継続講座「数理ウェー
ブ」開催

３０

中日（朝刊）５．２１（火）
２４日に農学国際教育協力研究セ
ンターがオープンセミナー開催

３１

中日（朝刊）５．２１（火）
公開講座「親子で楽しむスポーツ
教室」開催

３２

朝日（朝刊）５．２１（火）
名大生が現地調査　姿消す　知多
のため池　自然の宝庫「早く保護を」

３３

中日（朝刊）５．２２（水）

尿酸値抑制遺伝子を杏林大教授、
名古屋大学予防医療部の榎本篤・
大学院生が発見　英科学誌ネイ
チャーで発表

３４

読売（朝刊）５．２３（木）
野依良治教授のオンリーワンに生き
て－８－　国籍問わず活躍の場を

３５

INFORMATION



１９

新聞等名月　日記　　　　　事

中日（朝刊）５．２３（木）
２５、２６日に日進で大学構造改革
をテーマにしたシンポや講演会開催

３６

朝日（夕刊）５．２３（木）
２６日に豊島英明教授ら４人による県
臨床心理検査技師会公開講座開催

３７

読売（朝刊）５．２３（木）
愛知教育大　再編・統合へ３案　
名大などと交渉へ

３８

朝日（朝刊）５．２４（金）

高校生の化学五輪　ようやく日本
も参加　「参加者の中から明日の
化学者が誕生することを期待す
る」野依良治教授

３９

日刊工業５．２４（金）
サウンド技術振興財団に工学研究
科・琵琶哲志助手選ばれる

４０

日経（朝刊）５．２４（金）

植物の細胞増殖で重要な働きをす
るたんぱく質を生命農学研究科・
松林嘉克助教授、坂神洋次教授ら
が発見

４１

中日（朝刊）５．２５（土）
学問への想い熱く　愛知学院大で
開かれる日本高等教育学会のプレ
イベントとして松尾学長が講演

４２

読売（朝刊）５．２５（土）
成果あげる遺伝子治療　名大病院
で悪性脳腫瘍に実施

４３

日経（朝刊）５．２７（月）
イネゲノム研究　戦略作りを　生命
農学研究科・松尾信教授らが提言

４４

読売（朝刊）５．２７（月）
第４３回藤原賞に赤�名誉教授選ば
れる

４５

新聞等名月　日記　　　　　事

日経（朝刊）５．２７（月）

東海地震の時期　「独自予測」公表
次々　地震火山観測研究センター
の山岡耕春教授らは地殻の状況が
変わり時期を明示できなくなった
とする立場に変わった

４６

朝日（夕刊）５．２７（月）
目指すは相撲の「女王」　相撲部
に初の女性部員理学部３年の鵜飼
恵美さん

４７

中日（朝刊）５．２８（火）
１４年度言語文化部・大学院国際言
語文化研究科主催公開講座の案内

４８

中日（朝刊）５．２８（火）

第５５回中日文化賞贈呈式が行われ
る。理学研究科・三田一郎教授、
大学院医学系研究科・村松喬教授
が受賞者として出席

４９

読売（朝刊）５．２９（水）
愛知学院大で高等教育学会開催　
奥野信宏学長特別補佐「大学が地
域の中核に」

５０

読売（朝刊）５．２９（水）
特集：医療相談　医学部・松山講
師、富田教授、医学系研究科・
錦見講師が読者の相談に答える

５１

読売（朝刊）５．３０（木）
野依良治教授のオンリーワンに生
きて－９－　企業研究者　もっと
自由に

５２

毎日（朝刊）５．３０（木）
愛知県の ITS 最新事情について
ディスカッション－環境学研究科・
森川高行教授ら出席する

５３

　本誌に関するご意見・ご要望・記事の掲載などは企画広報室にお寄せください。

総務部　企画広報室　企画広報掛

　電話：０５２（７８９）２０１６

　FAX：０５２（７８９）２０１９

　E-mail：kouho@post.jimu.nagoya-u.ac.jp



　名古屋高等商業学校（名高商）は現経済学部の前身校で、１９２０年に設置されました。初代校長渡邊龍聖氏は帝国

大学文学部を卒業、東京音楽学校校長・小樽高等商業学校校長を歴任後、１９２１年１１月名高商校長に着任、１９３５年ま

での１５年間の長きに渡って校長を務めました。全国で六番目の高等商業学校が名古屋に創られたのは、氏の助言に

よるとも言い伝えられています。専門は倫理学で、著書に『乾甫式辞集』などがあります。

　「学生は学生らしくあること」「学生は学生の本分をわするゝな」という二大信条、「学校は家庭の延長なり」「学

校は生徒の健康保護所なり」という二大要望を氏は掲げ、名高商教育の柱としました。専攻が倫理学でもあるため

か、氏の教育観はこのように人格主義ではありましたが、一方で実践・実用を重んじたカリキュラム編成も行って

いました。名高商の校風は氏はよって創られたといっても過言ではなく、辞任後も名高商にその影響は強く残った

ようです。

　胸像は１９３８年に完成、同年５月１５日に除幕式が行われていますが、戦時中に軍事供出されてしまいました。その

後名高商創立６０周年を記念して１９８０年１０月に、同窓会「キタン会」によって新しい胸像が再び建てられました。た

だ裏面の銘板は戦前当時のものです。

②渡邊龍聖名古屋高等商業学校
　初代校長の胸像

図書館�

文学部� 経済学部�

教育学部�

渡邊氏の胸像�

Ｎ�
法学部�

▲東山地区

▲銘板

　名古屋大学の歴史に関する記念碑・記念物に関する情報をお持ちでしたら、

大学史資料室（０５２－７８９－２０４６）へご連絡下さい。


